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第
七
十
二 

  
 

火 

炎 
   
 
 
 
 

一 
  

一
九
四
四
年
六
月
に
サ
イ
パ
ン
島
守
備
隊
が
連
合
国
軍
に
降
り
、

七
月
に
グ
ア
ム
島
が
陥
ち
た
。
十
月
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
連
合
国
軍

の
上
陸
が
始
ま
り
、
太
平
洋
戦
争
の
次
の
戦
場
は
中
部
太
平
洋
で
は

硫
黄
島
、
南
西
諸
島
で
は
沖
縄
に
な
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。 

 

大
本
営
は
そ
こ
で
西
南
諸
島
防
衛
の
た
め
、
第
十
軍
幕
下
に
第
三

十
二
軍
を
編
成
し
て
沖
縄
の
首
里
に
そ
の
本
営
を
置
い
た
。
と
と
も

に
満
州
の
関
東
軍
か
ら
第
九
師
団
と
第
二
十
四
師
団
を
、
中
国
大
陸

か
ら
第
六
十
二
師
団
と
第
四
十
四
旅
団
お
よ
び
、
第
五
砲
兵
団
を
転

進
さ
せ
、
総
兵
力
十
万
を
沖
縄
諸
島
に
配
備
し
た
。
司
令
官
は
牛
島

満
で
あ
る
。 

 

う
ち
第
九
師
団
は
関
東
軍
の
精
鋭
、
第
五
砲
兵
団
は
大
砲
を
専
門

と
す
る
重
量
感
の
あ
る
兵
団
で
あ
っ
て
、
特
に
第
五
砲
兵
団
は
日
本

陸
軍
に
あ
っ
て
き
わ
め
て
特
殊
な
戦
闘
集
団
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。 

 

第
五
砲
兵
団
を
構
成
し
て
い
た
の
は
野
戦
重
砲
兵
二
個
聯
隊
、
重

砲
兵
一
個
聯
隊
、
独
立
重
砲
兵
一
個
大
隊
、
臼
砲
一
個
聯
隊
、
迫
撃

砲
四
個
大
隊
、
野
戦
高
射
砲
四
個
大
隊
、
独
立
速
射
砲
三
個
大
隊
な

ど
で
、
径
七
十
五
ミ
リ
以
上
の
火
砲
計
四
百
門
以
上
と
い
う
陣
容
で

あ
る
。 

 

戦
車
が
二
十
七
両
し
か
な
い
こ
と
、
航
空
兵
力
が
欠
乏
し
て
い
る

こ
と
な
ど
不
備
を
数
え
上
げ
れ
ば
切
が
な
か
っ
た
。
十
万
の
兵
と
四

百
門
の
火
砲
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
点
で
大
本
営
が
用
意
で
き
た
最

大
の
陣
容
と
い
う
ほ
か
な
か
っ
た
。
海
洋
決
戦
が
不
可
で
あ
る
以
上
、

連
合
国
軍
を
沖
縄
本
島
に
引
き
付
け
る
し
か
な
い
。 

 

こ
の
牛
島
の
作
戦
は
も
ろ
く
も
崩
れ
た
。 

 

四
十
四
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
陸
が
開
始
さ
れ

る
と
、
大
本
営
は
沖
縄
の
第
九
師
団
を
台
湾
に
転
出
さ
せ
る
こ
と
を

決
め
た
。
台
湾
を
防
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
軍
は
陸
軍
第
八
軍
、
第
六
軍
の
計
十
二
個
師
団
・
四
十
万

人
と
総
艦
数
七
十
を
超
え
る
太
平
洋
艦
隊
第
三
十
八
任
務
部
隊
を
当

て
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
兵
力
の
四
分
の
一
を
割
か
れ
て
は
沖
縄
防
衛
作

戦
の
根
本
が
崩
れ
る
。
ば
か
り
で
な
く
本
土
防
衛
構
想
そ
の
も
の
が

崩
壊
す
る
。 

 
翌
四
五
年
一
月
二
十
三
日
、
牛
島
の
も
と
に
、
姫
路
か
ら
第
八
十

四
師
団
を
増
派
す
る
、
と
い
う
報
せ
が
届
い
た
。
新
兵
ば
か
り
だ
が
、

戦
力
に
は
違
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
同
日
の
夕
刻
、 

 

―
―
第
八
十
四
師
団
の
増
派
は
中
止
。 
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と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
―
―
海
上
輸
送
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
と
い
う
の
が
理
由
だ
っ
た
。 

 

牛
島
は
唸
っ
た
。 

 

沖
縄
住
民
に
よ
る
決
戦
部
隊
が
編
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
以
上
の

よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。 

 

ま
ず
満
十
七
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
男
子
約
二
万
五
千
人
が
、

現
地
徴
兵
と
し
て
第
三
十
八
軍
に
編
入
さ
れ
た
。
次
い
で
男
子
中
学

生
に
通
信
員
教
育
が
、
女
子
生
徒
に
看
護
婦
教
育
が
行
わ
れ
、
半
ば

強
制
的
に
部
隊
が
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

男
子
中
等
学
校
上
級
生
一
千
六
百
八
十
五
人
に
よ
る
「
鉄
血
勤
皇

隊
」（
戦
死
七
百
三
十
二
人
）、
女
子
中
等
学
校
上
級
生
五
百
四
十
三

人
の
女
子
挺
身
隊
（
戦
死
二
百
四
十
九
人
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
う
ち

沖
縄
師
範
学
校
女
子
部
と
沖
縄
県
立
第
一
高
等
女
学
校
の
生
徒
二
百

二
十
二
人
に
よ
る
「
ひ
め
ゆ
り
部
隊
」
の
悲
劇
は
、
こ
ん
に
ち
ま
で

語
り
継
が
れ
て
い
る
。 

 

四
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
沖
縄
島
に
上
陸
を
開
始
し
た
。
作
戦

は
「
ア
イ
ス
バ
ー
グ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
第
五
艦
隊
、

イ
ギ
リ
ス
機
動
部
隊
を
合
せ
た
総
兵
力
は
正
面
主
力
十
八
万
三
千
、

後
詰
五
十
四
万
八
千
人
、
動
員
さ
れ
た
艦
船
は
一
千
三
百
十
七
隻
、

艦
載
機
は
一
千
七
百
二
十
七
機
だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
対
す

る
日
本
軍
守
備
隊
は
陸
軍
七
万
七
千
百
九
十
九
人
と
、
直
前
に
配
備

さ
れ
た
海
軍
陸
兵
隊
八
千
の
計
八
万
四
千
六
百
で
あ
る
。 

  

戦
い
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
嘉
手
納
へ
の
爆
撃
と
沖
合
い
か
ら
の

艦
砲
射
撃
で
始
ま
っ
た
。
午
前
九
時
か
ら
の
上
陸
作
戦
は
日
本
軍
守

備
隊
が
手
薄
だ
っ
た
た
め
に
た
い
し
た
戦
い
も
な
い
う
ち
、
中
、
北

の
両
航
空
基
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
ち
に
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
が
大
地
を
拓
き
、
そ
こ
に
鉄
の
板
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
大
型
輸

送
機
が
頻
繁
に
往
復
し
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
六
万
の
将
兵
と
、
戦

車
三
百
九
十
両
な
ど
の
重
火
器
、
ト
ラ
ッ
ク
、
食
糧
、
医
療
部
隊
な

ど
が
進
出
し
た
。 

 

同
月
六
日
、
日
本
の
連
合
艦
隊
は
「
菊
水
作
戦
」
を
発
令
し
た
。

戦
艦
「
大
和
」
が
広
島
県
徳
山
港
を
出
港
し
た
。
以
下
、
軽
巡
洋
艦

「
矢
矧
」、
駆
逐
艦
「
冬
月
」「
涼
月
」「
磯
風
」「
浜
風
」「
雪
風
」

「
朝
霜
」「
初
霜
」「
霞
」
で
編
成
す
る
日
本
海
軍
最
後
の
艦
隊
だ
っ

た
。 

 

大
和
が
沈
没
し
た
四
月
七
日
、
ア
メ
リ
カ
陸
兵
が
南
進
を
開
始
し

た
。 

 
十
二
日
、
第
六
十
二
師
団
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ

た
。
し
か
し
同
師
団
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
圧
倒
的
な
火
砲
に
よ
っ
て
損

失
を
重
ね
、
二
十
五
日
、
つ
い
に
撤
退
し
た
。 

 

二
十
九
日
、
天
長
節
（
明
治
天
皇
の
誕
生
日
）
の
日
、
牛
島
は
そ

れ
ま
で
の
持
久
戦
の
方
針
を
一
転
し
、
嘉
手
納
の
航
空
基
地
奪
回
を
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図
る
攻
勢
に
出
た
。
大
本
営
を
は
じ
め
上
層
の
第
十
方
面
軍
、
第
八

飛
行
師
団
、
海
軍
な
ど
か
ら
牛
島
に
宛
て
て
航
空
基
地
奪
還
の
た
め

の
「
攻
勢
要
望
電
報
」
が
相
次
い
で
届
い
て
い
た
。 

 

五
月
四
日
、
反
攻
作
戦
が
決
行
さ
れ
た
。
第
五
砲
兵
団
が
七
十
五

ミ
リ
榴
弾
砲
一
万
発
を
ア
メ
リ
カ
軍
陣
地
に
打
ち
込
む
一
方
、
第
二

十
四
師
団
、
船
舶
工
兵
で
組
織
す
る
第
二
十
三
、
第
二
十
六
聯
隊
が

左
右
か
ら
前
進
を
始
め
た
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
猛
反
撃
に
あ
っ
て
諸

部
隊
は
損
失
を
重
ね
て
い
っ
た
。 

 

翌
五
日
十
八
時
、
作
戦
中
止
。 

 

同
月
三
十
日
、
牛
島
は
第
三
十
二
軍
本
営
を
首
里
か
ら
摩
文
仁
八

九
高
地
に
移
す
こ
と
を
決
め
た
。 

 

那
覇
西
方
の
守
備
に
就
い
て
い
た
の
は
海
軍
陸
戦
隊
八
千
で
あ
る
。

実
態
は
基
地
設
営
隊
や
航
空
隊
整
備
要
員
な
ど
が
半
数
を
占
め
、
陸

戦
の
訓
練
を
受
け
て
い
た
の
は
三
千
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も

小
銃
は
五
人
に
一
丁
し
か
な
か
っ
た
。 

 

こ
こ
に
は
六
月
四
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
た
。
海
軍
陸
戦
隊

は
航
空
機
か
ら
外
し
た
機
銃
や
手
榴
弾
で
戦
っ
た
が
、
二
日
後
に
完

全
に
包
囲
さ
れ
た
。
包
囲
網
が
じ
り
じ
り
と
狭
め
ら
れ
る
中
で
肉
弾

戦
が
展
開
さ
れ
、
六
月
十
二
日
に
立
っ
て
戦
う
こ
と
が
で
き
た
の
は

二
百
七
十
人
に
足
り
な
か
っ
た
。
翌
十
三
日
午
前
一
時
過
ぎ
、
玉
砕
。 

 

摩
文
仁
に
埋
伏
し
た
日
本
軍
は
正
規
兵
力
の
八
五
％
を
失
っ
て
い

た
。
小
銃
は
規
定
の
五
分
の
一
、
火
砲
は
半
分
が
失
わ
れ
た
。
に
も

増
し
て
五
月
四
、
五
の
両
日
に
行
わ
れ
た
航
空
基
地
奪
回
の
反
攻
で

多
く
の
指
揮
官
が
斃
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
陸
軍
第
七
師
団
が
迫
り
、

重
戦
車
が
登
場
す
る
と
、
日
本
軍
は
夜
間
に
奇
襲
的
な
攻
撃
を
行
う

ほ
か
手
立
て
が
な
く
な
っ
た
。 

 

六
月
二
十
二
日
、
第
六
十
二
師
団
長
・
中
将
藤
岡
武
雄
、
自
決
。 
 

二
十
三
日
、
第
三
十
二
軍
司
令
官
・
中
将
牛
島
満
自
決
。 

 

三
十
日
、
第
二
十
四
師
団
長
・
中
将
雨
宮
巽
自
決
。 

  
 
 
 
 

二 
  

日
本
軍
は
航
空
機
二
千
五
百
七
十
一
機
を
繰
り
出
し
て
沖
縄
の
守

備
隊
を
支
援
し
た
が
、
六
月
二
十
三
日
に
守
備
隊
が
壊
滅
し
た
。
サ

イ
パ
ン
島
の
激
闘
を
境
に
、
硫
黄
島
、
東
京
大
空
襲
、
沖
縄
上
陸
と
、

ア
メ
リ
カ
軍
は
一
般
市
民
に
対
す
る
無
差
別
攻
撃
を
一
顧
だ
に
し
な

く
な
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
た
め
に
二
十
一
万
人
も
の
沖
縄
の
住
民
が
犠
牲
に
な
っ
た
。 

 

避
難
民
が
籠
も
る
洞
窟
に
手
榴
弾
や
催
涙
弾
を
投
げ
入
れ
、
逃
げ

出
て
き
た
と
こ
ろ
を
機
銃
で
掃
射
し
た
。
あ
る
い
は
洞
窟
の
上
か
ら

火
炎
放
射
器
を
放
つ
「
馬
乗
り
」
と
呼
ぶ
戦
法
が
編
み
出
さ
れ
た
。

船
が
海
を
埋
め
、
空
を
戦
闘
機
が
覆
い
、
陸
に
鉄
の
雨
が
降
り
、
血

の
川
が
流
れ
た
。 

 

そ
れ
で
も
な
お
大
本
営
参
謀
本
部
は
戦
争
の
継
続
を
計
画
し
た
。 
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本
土
防
衛
は
「
本
土
決
戦
」
に
変
わ
っ
た
。 

 
軍
と
し
て
総
兵
員
四
十
万
人
の
ほ
か
、
六
十
五
歳
以
下
の
男
子
と

四
十
五
歳
以
下
の
女
子
に
よ
る
「
国
民
義
勇
隊
」、
四
十
歳
以
下
の

女
子
に
よ
る
「
国
民
戦
闘
隊
」
を
編
成
し
、
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
す
る

と
い
う
計
画
で
あ
る
。
国
民
を
総
動
員
し
て
の
臨
戦
態
勢
だ
っ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
手
渡
す
武
器
が
な
か
っ
た
。 

 

日
清
・
日
露
の
こ
ろ
の
単
発
先
込
め
式
歩
兵
銃
、
家
伝
の
刀
剣
を

手
に
し
て
い
る
の
は
マ
シ
な
ほ
う
だ
っ
た
。
軍
が
考
え
た
の
は
竹
槍

や
長
鉈
、
捕
り
物
用
の
指
股
な
ど
だ
っ
た
。
日
の
丸
の
鉢
巻
を
締
め
、

「
エ
イ
ッ
」
の
掛
け
声
で
一
斉
に
青
竹
を
突
き
出
し
て
も
、
上
空
に

飛
来
す
る
Ｂ
―
29
ば
か
り
は
ど
う
に
も
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
武
器
―
―
と
い
う
よ
り
、
武
器
と
し
て
使
う
こ
と
も
可

能
な
道
具
―
―
の
性
能
に
つ
い
て
参
謀
本
部
が
示
し
た
の
は
、「
射

程
距
離
は
お
お
む
ね
三
〜
四
十
メ
ー
ト
ル
、
命
中
率
は
五
〇
％
」
だ

っ
た
。 

 

当
た
る
も
八
卦
、
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
み
た
い
な
も
の
で
、
ア
メ
リ

カ
軍
の
機
械
力
の
前
に
出
た
と
た
ん
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
な
ぎ
倒
さ
れ

る
こ
と
請
け
合
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
、
と
き
の
首
相
鈴
木
貫

太
郎
は
「
こ
れ
は
ひ
ど
い
」
と
呟
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
工
作
船
は
日
本
の
沖
合

い
を
悠
々
と
遊
弋
し
て
機
雷
を
敷
設
し
て
い
っ
た
。
戦
闘
機
は
連
日

の
よ
う
に
漁
村
の
船
舶
を
無
差
別
に
爆
撃
し
た
。
星
の
マ
ー
ク
を
付

け
た
航
空
機
は
百
メ
ー
ト
ル
以
下
に
ま
で
高
度
を
下
げ
、
機
銃
を
乱

射
し
て
市
民
を
殺
戮
し
た
。 

 

―
―
日
本
に
非
戦
闘
員
は
存
在
し
な
い
も
の
と
心
得
よ
。 

 

と
い
う
教
唆
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
市
民
が
殺
戮
さ
れ
る

の
を
見
て
も
、
軍
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
。 
  

一
九
四
五
年
七
月
。 

 

こ
の
時
点
で
日
本
軍
の
組
織
だ
っ
た
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、

沖
縄
本
島
の
南
方
、
宮
古
・
八
重
山
群
島
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
同
年

六
月
、
陸
軍
一
万
三
千
の
部
隊
が
上
陸
し
、
航
空
基
地
を
作
り
陣
地

を
築
い
て
徹
底
抗
戦
の
構
え
を
見
せ
て
い
た
。
日
本
本
土
（
九
州
）

へ
の
上
陸
を
企
図
し
て
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
揮
の
ア
メ
リ
カ
陸
軍

第
八
軍
は
最
初
、
宮
古
・
八
重
山
群
島
を
立
ち
枯
れ
さ
せ
る
方
針
だ

っ
た
が
、 

 

―
―
後
背
の
憂
い
は
除
去
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
い
う
意
見
に
従
っ
て
連
日
の
空
爆
と
艦
砲
射
撃
が
行
わ
れ
た
。 

 

宮
古
・
八
重
山
群
島
は
か
つ
て
琉
球
王
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
も

の
の
、
や
や
海
浪
を
隔
て
て
い
た
た
め
半
ば
独
立
の
か
た
ち
だ
っ
た
。

加
え
て
上
陸
し
て
き
た
日
本
軍
の
兵
士
が
島
民
の
食
糧
を
奪
い
婦
女

子
に
暴
行
を
働
い
た
。
た
め
に
島
の
住
民
は
日
本
軍
に
反
感
を
持
っ

た
。
ま
た
連
合
国
軍
は
出
血
を
避
け
て
無
理
な
戦
闘
を
行
わ
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
沖
縄
本
島
ほ
ど
の
悲
惨
な
事
件
は
少
な
か
っ
た
。 
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八
月
十
七
日
に
沖
縄
本
島
か
ら
陸
軍
の
伝
令
が
き
て
、
守
備
隊
に

敗
戦
を
伝
え
た
。
同
月
二
十
五
日
、
武
装
解
除
。 

 
余
談
だ
が
、
宮
古
・
八
重
島
群
島
の
住
民
は
、
武
装
解
除
後
の
旧

日
本
兵
に
よ
る
乱
暴
狼
藉
か
ら
生
活
を
守
る
た
め
に
「
自
警
団
」
を

組
織
し
た
。
そ
の
指
導
者
的
存
在
だ
っ
た
登
野
城
地
区
青
年
団
の
団

長
・
宮
城
光
雄
と
副
団
長
・
豊
川
善
亮
は
、 

 

―
―
日
本
か
ら
独
立
し
よ
う
で
は
な
い
か
。 

 

と
話
し
合
っ
た
。 

 

二
人
は
大
川
地
区
の
青
年
団
長
・
本
盛
茂
、
石
垣
地
区
の
青
年
団

長
・
内
原
英
昇
の
賛
同
を
得
、
か
つ
南
部
琉
球
地
区
軍
政
長
官
で
あ

る
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
海
軍
少
将
の
同
意
を
得
て
、
十
二

月
十
五
日
、
石
垣
島
の
「
八
重
山
館
」
と
い
う
映
画
館
で
郡
民
大
会

を
開
い
た
。 

 

館
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
屋
外
に
人
が
あ
ふ
れ
た
。
そ
の
中
で

「
共
和
国
」
の
樹
立
が
宣
言
さ
れ
、「
八
重
山
共
和
国
」
が
こ
こ
に

誕
生
し
た
。 

 

元
県
会
議
員
で
小
学
校
の
校
長
だ
っ
た
宮
良
長
詳
（
長
義
と
も
）

を
大
統
領
に
選
出
し
、
第
一
に
食
糧
の
確
保
と
安
定
供
給
、
第
二
に

マ
ラ
リ
ア
の
撲
滅
、
第
三
に
治
安
の
回
復
、
第
四
に
財
源
の
確
保
―

―
な
ど
を
決
定
し
た
。
し
か
し
八
日
後
の
十
二
月
二
十
三
日
、
沖
縄

軍
政
当
局
か
ら
の
通
達
で
琉
球
政
府
に
編
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
―
― 

 

と
い
う
逸
話
が
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

と
も
あ
れ
一
九
四
五
年
。 

 

そ
の
七
月
二
十
六
日
未
明
の
こ
と
で
あ
る
。 
 

マ
リ
ア
ナ
諸
島
サ
イ
パ
ン
島
の
ア
メ
リ
カ
軍
テ
ニ
ア
ン
基
地
か
ら

三
機
の
Ｂ
―
29
爆
撃
機
が
ひ
っ
そ
り
離
陸
し
た
。
こ
の
時
点
で
ア

メ
リ
カ
軍
は
、
サ
イ
パ
ン
島
の
日
本
軍
守
備
隊
を
壊
滅
さ
せ
、
護
衛

の
戦
闘
機
を
つ
け
ず
に
爆
撃
機
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く

な
っ
て
い
た
。 

 

テ
ニ
ア
ン
基
地
を
発
進
し
た
三
機
の
大
型
爆
撃
機
は
、
空
襲
警
報

が
鳴
り
響
く
快
晴
の
仙
台
市
上
空
を
ゆ
う
ゆ
う
と
飛
び
去
り
、
日
本

時
間
の
午
前
八
時
二
十
分
過
ぎ
、
新
潟
県
と
福
島
県
の
県
境
に
あ
る

小
さ
な
集
落
に
さ
し
か
か
っ
た
。
眼
下
に
川
の
流
れ
が
白
く
光
り
、

操
縦
席
の
前
方
に
二
つ
の
山
塊
が
見
え
始
め
た
。 

 

百
人
一
首
に
、
猿
丸
と
い
う
大
夫
が
詠
ん
だ
歌
が
入
っ
て
い
る
。 

  
 

お
く
や
ま
に
も
み
じ
ふ
み
わ
け
な
く
鹿
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
ゑ
き
く
と
き
ぞ
秋
は
か
な
し
き 

  

こ
の
歌
を
詠
ん
だ
の
が
、
こ
の
町
の
奥
山
に
流
れ
る
「
実
川
」
と

い
う
渓
流
の
ほ
と
り
だ
っ
た
、
と
い
う
。
実
川
は
「
さ
ね
が
わ
」
と
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読
み
、
町
の
名
を
「
鹿
瀬
」
と
い
う
。 

 
こ
の
と
き
、
山
の
中
腹
に
開
墾
さ
れ
た
段
々
畑
で
、
町
の
住
民
と

外
国
人
―
―
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
捕
虜
―
―
た
ち
が

共
同
で
農
作
業
に
い
そ
し
ん
で
い
た
。
捕
虜
は
敵
な
の
だ
か
ら
厳
し

く
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
純
朴
な
住
民
た
ち
は

遠
来
の
外
国
人
た
ち
と
仲
良
く
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た
。 

 

そ
の
町
に
は
、
ド
イ
ツ
人
技
師
が
設
計
し
た
、
当
時
、
国
内
で
最

大
規
模
の
水
力
発
電
所
と
、
化
学
肥
料
の
工
場
が
あ
っ
た
。
大
本
営

は
こ
の
施
設
を
空
襲
か
ら
守
る
た
め
、
ほ
ど
近
く
に
ア
メ
リ
カ
兵
の

捕
虜
収
容
所
を
設
け
て
い
た
。
味
方
の
捕
虜
が
大
勢
い
る
町
に
爆
弾

を
落
と
し
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
の
だ
。 

 

見
た
こ
と
も
な
い
大
き
な
飛
行
機
を
発
見
し
た
町
民
は
大
騒
ぎ
に

な
り
、
連
合
軍
の
捕
虜
た
ち
は
被
っ
て
い
た
帽
子
を
手
に
と
っ
て
、

上
空
に
向
か
っ
て
振
っ
た
。
銀
色
の
機
体
は
、
向
か
い
の
山
の
上
空

八
千
四
百
メ
ー
ト
ル
で
反
時
計
回
り
―
―
つ
ま
り
機
首
を
左
に
―
―

旋
回
し
、
や
や
高
度
を
下
げ
た
。
と
、
そ
の
機
体
の
腹
部
が
開
い
て
、

大
き
な
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
。
町
民
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
。 

 

「
爆
弾
が
投
げ
出
さ
れ
た
瞬
間
に
、
ガ
ラ
ン
ガ
ラ
ン
と
い
う
音
が

し
た
っ
け
ね
」 

 

と
、
そ
の
町
の
古
老
は
言
う
。 

 

ガ
ラ
ン
ガ
ラ
ン
は
落
下
速
度
を
調
整
す
る
た
め
の
回
転
尾
翼
の
音

だ
っ
た
。 

 

「
お
尻
に
落
下
傘
み
て
ぇ
な
モ
ン
が
つ
い
と
っ
た
な
」 

 

こ
の
目
撃
証
言
は
正
し
か
っ
た
。 

 

爆
弾
は
落
下
傘
の
た
め
に
横
に
流
さ
れ
始
め
た
。 

 

「
ア
ア
ッ
」 

 

悲
鳴
に
近
い
声
が
上
が
っ
た
。 
 

爆
弾
が
流
さ
れ
な
が
ら
落
下
す
る
そ
の
先
に
は
小
高
い
丘
が
あ
っ

て
、
そ
の
丘
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
小
学
校
が
あ
っ
た
。
学
校
に
は
一

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
七
百
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
い
て
、
一
時

限
の
授
業
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
警
報
を
鳴
ら
す
間
も
な
か

っ
た
。 

 

幸
い
に
も
爆
弾
は
小
学
校
の
手
前
の
丘
に
着
地
し
て
爆
発
し
た
。

Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
が
岩
を
砕
き
、
そ
の
か
た
ま
り
は
杉
の
木
立
を
へ
し
折

っ
て
山
の
斜
面
を
転
げ
落
ち
、
地
面
を
削
っ
た
。
破
裂
し
た
爆
弾
の

破
片
と
小
石
が
混
ざ
っ
た
飛
礫
が
人
々
に
襲
い
か
か
っ
た
。
こ
の
た

め
に
何
人
か
が
額
か
ら
血
を
流
し
た
。 

 

小
学
校
で
は
、
な
に
か
異
常
を
感
知
し
た
教
員
が
、「
避
難
！
」

と
叫
ん
だ
。 

 
子
ど
も
た
ち
は
日
ご
ろ
の
訓
練
ど
お
り
、
机
の
下
に
も
ぐ
り
こ
み

防
空
頭
巾
を
着
用
し
た
。
瓦
の
屋
根
と
木
造
の
校
舎
に
小
石
の
飛
礫

が
当
た
っ
て
激
し
い
音
を
立
て
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
。
怪
我
人
は
出

な
か
っ
た
。 

 

大
音
響
が
鳴
り
止
ん
だ
と
き
、
丘
に
は
爆
弾
が
当
た
っ
た
部
分
だ
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け
、
薄
茶
色
の
地
肌
が
の
ぞ
い
て
い
た
。
数
時
間
後
、
複
葉
の
赤
ト

ン
ボ
が
飛
来
し
、
上
空
か
ら
写
真
を
撮
影
し
た
。 

 
ア
メ
リ
カ
の
爆
撃
機
は
都
市
や
港
湾
を
空
襲
し
た
帰
路
、
残
っ
た

爆
弾
を
「
つ
い
で
」
に
落
と
し
て
い
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
場
合

で
も
、
彼
ら
は
工
場
や
港
湾
に
ね
ら
い
を
つ
け
た
。
と
こ
ろ
が
今
回

は
人
家
も
道
路
も
な
い
山
の
中
で
あ
る
。
し
か
も
落
と
し
た
の
は
一

個
の
爆
弾
だ
っ
た
。
赤
ト
ン
ボ
の
操
縦
士
は
首
を
傾
げ
た
。 

 

こ
の
こ
と
は
正
規
の
ル
ー
ト
で
大
本
営
に
伝
え
ら
れ
た
。
も
の
す

ご
く
大
き
く
て
落
下
傘
が
付
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
、
わ
ず
か
に

注
意
が
払
わ
れ
た
。
だ
が
、
人
口
が
数
千
人
に
も
満
た
な
い
山
奥
の

小
さ
な
町
で
あ
る
し
、
死
者
も
出
て
い
な
い
。
要
す
る
に
「
取
る
に

足
り
な
い
こ
と
」
だ
っ
た
。 

 

実
を
い
う
と
、
こ
の
三
機
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
「
パ
ン
プ
キ
ン
作
戦
」

と
呼
ん
だ
新
型
爆
弾
を
投
下
す
る
予
行
演
習
だ
っ
た
。
一
機
は
爆
弾

投
下
機
、
一
機
は
観
測
機
、
一
機
は
写
真
撮
影
機
だ
っ
た
。
演
習
は

「
成
功
」
と
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
模
擬
爆
弾
の
投
下
は
、
戦

後
公
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
機
密
資
料
に
よ
る
と
、
前
後
十
六
回

（
一
説
に
三
十
回
以
上
）
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
軍
は
新
型
爆
弾
を
投
下
す
る
候
補
地
と
し
て
、
札
幌
、

仙
台
、
新
潟
、
京
都
、
大
阪
、
広
島
、
小
倉
、
長
崎
な
ど
を
想
定
し

て
い
た
。
投
下
演
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
向
け
た
も
の
だ
っ
た

と
想
像
し
て
い
い
。 

 

そ
れ
か
ら
二
週
間
後
、
本
物
が
広
島
に
投
下
さ
れ
た
。 

 

「
リ
ト
ル
・
ボ
ー
イ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
の
爆
弾
が
市
中
心
部

の
上
空
五
百
七
十
メ
ー
ト
ル
で
爆
発
し
た
瞬
間
、
厚
い
鋼
板
に
密
閉

さ
れ
て
い
た
ウ
ラ
ン
に
化
学
反
応
が
促
さ
れ
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
二
万
ト

ン
に
相
当
す
る
破
壊
力
と
摂
氏
三
万
度
の
光
熱
が
発
生
し
た
。 
 

そ
の
光
熱
は
秒
速
四
十
五
メ
ー
ト
ル
の
猛
烈
な
強
風
に
よ
っ
て
運

ば
れ
、
六
千
度
ま
で
低
下
し
た
熱
が
市
民
二
十
万
人
の
命
を
瞬
時
に

し
て
奪
っ
た
。
続
い
て
九
日
、
長
崎
に
も
新
型
爆
弾
が
投
下
さ
れ
八

万
人
が
死
傷
し
た
。 

 

新
潟
の
山
奥
に
原
爆
の
模
擬
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
話
は
、
筆
者
が

七
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
住
み
暮
ら
し
た
町
の
物
語
と
し
て
、
同
町
出

身
の
研
究
家
・
沖
田
信
悦
が
語
っ
て
い
る
。
五
十
年
以
上
を
経
た
現

在
、
模
擬
爆
弾
が
そ
ぎ
落
と
し
た
山
の
崖
は
緑
に
覆
わ
れ
、
何
ご
と

も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
る
。 

 

語
る
人
も
次
々
に
鬼
籍
に
入
り
、
記
憶
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ

で
、
あ
え
て
そ
の
こ
と
書
い
た
。 

  
 
 
 
 

四 
  

新
型
爆
弾
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
原
子
爆
弾
で
あ
る
。
日
本
軍

は
八
月
七
日
に
広
島
に
調
査
団
を
派
遣
し
、
原
子
爆
弾
が
使
わ
れ
た

こ
と
を
察
知
し
た
が
、
国
民
に
は
知
ら
せ
な
か
っ
た
。
長
崎
に
再
び
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き
の
こ
雲
が
発
生
し
た
と
き
、
そ
れ
を
遠
方
か
ら
目
撃
し
た
本
土
防

衛
軍
の
兵
士
た
ち
は
、
歓
喜
の
声
を
上
げ
さ
え
も
し
た
。 

 
―
―
研
究
所
が
新
型
爆
弾
を
完
成
し
た
。 

 

と
い
う
情
報
が
流
れ
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
の
ち
に

栃
木
県
計
算
セ
ン
タ
ー
（
の
ち
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
」
と
改
称
）
を
創
業
し
た

飯
塚
毅
が
陸
軍
見
習
士
官
と
し
て
熊
本
県
田
原
坂
に
駐
在
し
て
い
た

四
五
年
八
月
九
日
の
記
憶
と
し
て 

語
っ
て
い
る
。 

 

だ
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
デ
マ
だ
っ
た
。 

 

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
原
爆
を
使
っ
た
か
、
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、 

 

「
ソ
連
が
参
戦
す
る
意
思
を
示
し
た
た
め
で
あ
る
」 

 

と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
。
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
は
少
し
で
も
早

く
、
ア
メ
リ
カ
の
力
で
日
本
を
降
伏
さ
せ
、
戦
後
体
制
を
ア
メ
リ
カ

主
導
に
導
こ
う
と
考
え
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

戦
後
に
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
陸
軍
長
官
・
ス
チ
ム
ソ
ン
は 

 

「
原
爆
投
下
の
目
的
は
満
州
に
侵
攻
し
始
め
た
ロ
シ
ア
が
日
本
本

土
に
到
達
す
る
前
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
降
伏
を
実
現
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
」 

 

と
述
べ
、
国
務
長
官
バ
ー
ン
ズ
は 

「
原
爆
は
、
日
本
を
打
ち
破
る
た
め
に
必
要
な
の
で
な
く
、
ソ
連
を

最
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
く
す
る
た
め
だ
っ
た
」 

 

と
証
言
し
て
い
る
。 

 

「
生
体
実
験
で
は
な
い
か
」 

 

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。 

 

事
実
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
ソ
連
の
四
か
国
首
脳
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
の
さ
な
か
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
原
爆

実
験
成
功
の
報
告
を
聞
き
、
軍
部
は
完
成
し
た
ば
か
り
の
二
種
類
の

原
子
爆
弾
の
破
壊
力
を
テ
ス
ト
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ

れ
で
一
発
を
広
島
に
、
違
う
種
類
の
一
発
を
長
崎
に
落
と
し
て
、
殺

傷
能
力
や
人
体
に
与
え
る
影
響
を
実
験
し
た
、
と
い
う
。 

 

た
ぶ
ん
、
ど
ち
ら
も
当
た
っ
て
い
る
。 

 

日
本
政
府
の
戦
意
を
い
か
に
喪
失
さ
せ
る
か
、
新
型
爆
弾
の
威
力

を
ど
の
よ
う
に
測
る
か
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
史
上

ま
れ
な
、
欺
瞞
的
な
手
口
を
使
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
軍
の
真
珠
湾
奇

襲
攻
撃
を
の
の
し
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
に
卑
劣
な
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
、
当
時
、
呉
海
軍
工
廠
に
勤
務
し
て
い
た
若
木
重
敏
と

い
う
技
術
大
尉
が
、
終
戦
後
、
執
念
を
も
っ
て
調
べ
上
げ
た
。 

 

八
月
六
日
、
午
前
七
時
過
ぎ
、
一
機
の
Ｂ
―
29
が
広
島
市
の
上

空
に
飛
来
し
た
。
こ
れ
は
テ
ニ
ア
ン
基
地
か
ら
先
発
し
た
天
候
観
測

機
「
Ｅ
ｓ
ａ
ｒ
ｙ
」（
エ
ザ
リ
ー
）
号
だ
っ
た
。
原
爆
を
積
ん
だ

「
Ｅ
ｎ
ｏ
ｌ
ａ 

Ｇ
ａ
ｙ
」（
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
）
号
は
、
そ
れ
か
ら

一
時
間
十
分
の
後
方
を
飛
行
し
て
い
る
。 

 
広
島
市
で
は
、
エ
ザ
リ
ー
号
の
飛
来
に
対
応
し
て
空
襲
警
報
が
鳴

り
響
い
た
。
市
民
は
朝
食
を
放
り
投
げ
て
防
空
壕
に
非
難
し
た
。
七

時
三
十
一
分
、
空
襲
警
報
が
解
除
さ
れ
、
市
民
は
朝
食
を
そ
そ
く
さ
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と
済
ま
せ
、
出
勤
、
通
学
に
表
に
出
た
。 

 
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
号
は
新
浜
沖
上
空
に
待
機
し
て
い
た
。 

 
エ
ザ
リ
ー
号
か
ら 

 

「
ヒ
ロ
シ
マ
で
は
警
報
が
解
除
さ
れ
た
」 

 

と
い
う
通
信
を
受
け
、
原
爆
を
投
下
し
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
軍
は
ネ
バ
ダ
砂
漠
で
行
っ
た
実
験
で
、
原
子
爆
弾
は
物

陰
に
潜
む
も
の
に
対
し
て
直
接
的
な
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
。
い
き
な
り
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ

号
が
接
近
し
た
の
で
は
、
広
島
市
民
の
多
く
が
防
空
壕
に
避
難
し
て

し
ま
う
。 

 

そ
こ
で
エ
ザ
リ
ー
号
を
先
発
し
て
市
民
を
緊
張
さ
せ
、
警
報
解
除

で
安
心
し
、
か
つ
出
勤
や
通
学
に
気
が
急
い
た
と
き
を
見
計
ら
っ
て

投
弾
し
た
―
―
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

次
い
で
八
月
九
日
に
は
、「
グ
レ
ー
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
名

付
け
ら
れ
た
Ｂ
―
29
が
長
崎
の
上
空
で
二
発
目
の
原
子
爆
弾
を
投

下
し
た
。
晴
れ
渡
っ
た
空
の
下
が
地
獄
に
な
っ
た
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

牛
島	
 
満 
う
し
じ
ま
・
み
つ
る
／
１
８
８
７
〜
１
９
４
５
。
鹿
児
島
県
に

生
ま
れ
一
九
〇
八
年
陸
軍
士
官
学
校
卒
、
一
六
年
陸
軍
大
学
校
卒
。
三
六
年

歩
兵
第
一
連
隊
長
と
し
て
二
・
二
六
事
件
の
処
理
に
当
た
っ
た
。
三
七
年
歩

兵
第
三
十
六
旅
団
長
と
し
て
南
京
攻
略
戦
に
参
加
、
三
九
年
予
科
士
官
学
校

校
長
兼
陸
軍
戸
山
学
校
校
長
、同
年
十
二
月
第
十
一
師
団
長
、四
一
年
満
州
・

公
主
嶺
学
校
校
長
、
四
二
年
陸
軍
士
官
学
校
校
長
を
経
て
四
四
年
八
月
八
日

第
三
十
二
軍
司
令
官
と
し
て
沖
縄
に
赴
任
し
た
。 

戦
艦
助
大
和
努
の
撃
沈	
 

ア
メ
リ
カ
海
軍
は
潜
水
艦
で
魚
雷
攻
撃
す
る
こ
と

を
ミ
ッ
チ
ャ
ー
提
督
に
進
言
し
た
が
、
ミ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
偉
大
な
戦
艦
を
潜

水
艦
攻
撃
で
沈
め
る
の
は
軍
人
と
し
て
忍
び
な
い
」
と
し
て
航
空
機
を
発
進

さ
せ
た
―
―
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
沈
没
し
た
の
は
九
州
坊
の
津
沖

百
五
十
キ
ロ
の
地
点
で
、
乗
員
二
百
五
十
六
人
が
救
出
さ
れ
た
。
片
道
の
燃

料
し
か
積
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
説
に
は
異
説
も
あ
る
。 

本
土
決
戦	
 

計
画
は
四
五
年
二
月
に
立
案
さ
れ
、
想
定
戦
場
は
「
本
土
」
と

「
朝
鮮
」
に
絞
ら
れ
た
。
配
置
す
る
兵
力
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。 

・
本
土
：
師
団
四
十
三
（
う
ち
満
州
か
ら
転
用
三
）、
独
立
混
成
旅
団
十
六
、 

戦
車
旅
団
六 

・
朝
鮮
：
師
団
四
、
独
立
混
成
旅
団
一
、
低
装
備
師
団
三 

・
総
兵
員
：
四
十
万
人
／
馬
匹
：
四
十
七
万
頭
／
自
動
車
：
一
万
二
百
台
／ 

輸
送
車
両
：
七
万
台
／
兵
站
要
員
：
百
九
十
万
人
。 

・「
国
民
義
勇
隊
」「
国
民
戦
闘
隊
」
計
二
千
八
百
万
人
。 

・
戦
闘
機
八
百
七
十
機
、
高
射
砲
一
千
二
百
門
。 

戦
闘
に
使
用
可
能
な
航
空
兵
力
は
陸
海
合
わ
せ
て
一
千
五
百
機
足
ら
ず
、
兵

器
の
充
足
率
は
小
銃
が
五
〇
％
、
軽
機
関
銃
が
二
三
％
、
歩
兵
用
火
器
が
二

八
％
と
い
う
有
様
だ
っ
た
。 

宮
古
・
八
重
山
の
戦
争	
 

連
合
国
軍
の
空
爆
と
艦
砲
射
撃
に
よ
っ
て
宮
古
島

で
三
千
二
百
四
十
五
人
、
八
重
山
群
島
で
六
千
百
九
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
四
千
人
は
石
垣
島
守
備
隊
を
乗
せ
た
輸
送
船
が
撃
沈
し
た
と
き
の

溺
死
者
だ
っ
た
。 

宮
良
長
詳 

み
や
ら
・
ち
ょ
う
し
ょ
う
／
１
８
９
４
〜
１
９
６
５
。
八
重
山

共
和
国
大
統
領（
八
重
山
自
治
会
会
長
）の
あ
と
八
重
山
支
庁
長
を
務
め
た
。 

猿
丸
大
夫
の
歌
碑	
 

新
潟
県
東
蒲
原
郡
阿
賀
町
鹿
瀬
の
角
神
（
つ
の
が
み
）

ダ
ム
脇
の
公
園
に
そ
の
歌
を
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
る
。 

沖
田
信
悦 

お
き
た
・
し
ん
え
つ
／
１
９
４
６
〜 

：
一
九
六
九
年
明
治
大

学
を
出
て
千
葉
県
船
橋
市
で
古
書
籍
商
「
鷹
山
堂
」
主
人
。
著
著
に
『
千
葉

県
古
書
籍
商
組
合
略
史
』（
一
九
九
六
）、『
琥
珀
色
の
彼
方 

鹿
瀬
町
と
ハ
ー

モ
ニ
カ
長
屋
』（
一
九
九
七
）
な
ど
が
あ
る
。 

広
島
へ
の
原
爆
投
下	
 

二
発
の
原
子
爆
弾
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
か
ら
テ

ニ
ア
ン
基
地
ま
で
運
ん
だ
の
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
重
巡
洋
艦
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

ポ
リ
ス
」、「
原
子
爆
弾
を
落
と
し
た
人
」
は
ポ
ー
ル
・
テ
ィ
ペ
ッ
ツ
大
佐
（
広

島
）、
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ウ
ィ
ー
ニ
ー
少
佐
（
長
崎
）、
作
戦
を
立
案
し
た
の
は

太
平
洋
戦
略
空
軍
参
謀
長
だ
っ
た
カ
ー
チ
ス
・
ル
メ
ー
中
将
で
あ
る
。
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
号
は
テ
ニ
ア
ン
か
ら
の
帰
路
、
日
本
海
軍
潜
水
艦
「
伊
五

八
号
」
に
よ
っ
て
撃
沈
さ
れ
た 

日
本
本
土
上
陸
作
戦	
 

「
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ル
作
戦
」
と
呼
ば
れ
、
七
月
七
日

に
発
動
さ
れ
て
い
た
。
九
州
上
陸
を
前
提
と
す
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
」

と
、
関
東
上
陸
を
目
指
す
「
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
」
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
は
陸
軍
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
が
、
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
は

海
軍
の
ラ
ム
ゼ
ー
提
督
が
指
揮
を
取
る
手
は
ず
だ
っ
た
。 
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若
木
重
敏	
 

わ
か
ぎ
・
し
げ
と
し
／
１
９
１
６
〜
２
０
１
６
。
秋
田
高
校
か

ら
九
州
大
学
農
学
部
及
び
京
都
大
学
理
学
部
に
進
み
海
軍
広
島
分
遣
研
究
所

所
長
と
し
て
特
殊
火
薬
類
の
研
究
に
従
事
し
た
。
の
ち
協
和
発
酵
工
業
（
の

ち
協
和
発
酵
キ
リ
ン
）
副
社
長
と
な
っ
た
。「
ユ
ン
グ
・
ホ
ル
ツ
」
の
ペ
ン
ネ

ー
ム
で
創
作
活
動
も
行
っ
た
。 
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